
（別紙３）

～ 2026年　2月6日

（対象者数） 23 （回答者数） 18

～ 2026年　2月6日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
子ども達が安全に過ごせるよう危険個所がないか確認し、安

心して過ごせるようにしていく。

2
それぞれの活動の内容を変えたり発展させるなどして活動し

ていくようにする。

3
保護者様や関係機関が相談しやすい環境作りを心掛けて対応

していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 お便り等を活用して周知をしていく

2 職員と慎重に検討していく。

3

子どもの活動スペースが確保されおり、職員も適切に配置さ

れている。

子ども達が楽しんで活動できるように環境整備し、職員の数

を確保して日々の支援を行っている

子ども達のことを十分に理解し、子どもの特性に合わせた専

門的支援を行って楽しめる活動を計画し実施している

園外での活動やクッキング、製作など子どもたちが興味を持

てるような活動を取り入れて、個々にあった活動を計画し実

施している。

保護者様の相談しやすい環境作りを大切にして、お子様の成

長を共感できるよう努めている。

関係機関(保育園・幼稚園・相談員・保健師等)と連携を大切

にしながら家庭での困り感や、事業所でできるようになった

ことなどを帳面や個別での相談に応じる等して共有してい

る。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

非常時やマニュアル等についての認知がされていない 実施した様子等の周知が出来ていない

地域や保育園等との交流の機会がない コロナ禍以降外部との交流の機会がなくなってしまった

2026年　1月26日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 デイ支援センターみんなの力

○保護者評価実施期間
2026年　1月19日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


